












特別講座 

カーボン触媒工学（日清紡）寄附講座 
 
本講座は，日清紡寄付講座として 2008年 4月に発足しました。固体高分子形

燃料電池(PEFC)の実用化において、触媒として用いられる白金が限られた資源

であることと、その価格高騰が大きな障壁になっています。したがって、PEFC

の普及には白金代替触媒の開発がポイントと成っており、わが国はもとより米国

をはじめとする諸外国で精力的に研究開発が行われています。 

これまでの研究の主流は、鉄やコバルトなどの卑金属を活性中心とする触媒の

開発であり、1964年の Jasinskiによるコバルトフタロシアニン触媒の発見、そ

れに引き続く Jahnke らによる広範な N4系錯体の探索とその熱処理による高性

能化の流れを汲むものです。この他にも、酸化物、窒化物、炭化物、カルコケナ

イド化合物などのセラミックス材料も検討されていますが、これ

らの触媒の発電性能は十分ではなく、耐久性の面でも問題があり

実用化には至っていません。 

本研究グループで開発するカーボンアロイ触媒は、従来の d軌

道をもつ白金触媒とは異なり、p 軌道しかもたないのにもかかわ

らず酸素還元活性（ORR）を示す極めてユニークな触媒材料であ

ります。その特徴の一つは炭素の高次構造の形成、すなわちエ

ッジ面が多数発現するナノシェル構造、もう一つは周期表で炭素の両隣に位置する

であります。この我々にオリジナリティのあるカーボンアロイ触媒に関する優位性

際的なイニシアチブを取るためには、集中的な研究資源の投入による研究開発が必

う考えのもとに本講座は立ち上がりました。本講座に、電気化学、触媒化学、材料

光学、理論化学の専門家と大手材料メーカーの研究者が結集し、カーボンアロイ触

構の解明を目指して研究を実施します。 
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講座構成（2008年度）:尾崎純一 特任教授, 黒木重樹 特任准教授, 難波江裕太 
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ホウ素や窒素の存在

を国内外に示し、国

要不可欠であるとい

化学、合成化学、分

媒の実用化と作用機
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